
























































 唾液腺主導管が, 何らかの原因により持続的に閉塞さ れると, 分泌機能の低下ない し停止を来
 たすが, これは腺組織に退行性変化が生じるからである。 ところが, 閉塞がある一定の期間内で
 あると, 閉塞を解除することにより腺維織はほとんど正常と変わ らない絹織像に回復 し, さ らに
 閉塞解除後, ピロヵルピンもしくはア トロピンの連続投与を群馬すると, 回復期間の短縮がみら
 れることが, 形態学的に証明されている。
 本碍究では, ウサギ翼下腺主導管閉塞解除後の園復, および, ピロカルピンあるいはア トロピ
 ン併用の影響について, ピロカルピン唾液分泌機能検査を示標と して, 分泌機能の薦から検索を
 行なった。 また, アトロピン連続投与による回復期闘の短縮効果についても, 自律神経系に関す
 る薬理学的知見を基礎として検索を行なった。 なお主導管の結 紮期間はi4 臼間と し, 外唾液綾作
 製による閉塞解除後 5, 7, 錘および2細目に唾液分泌機能検査を行なった。
 こ れによ り次の知見を得た。
 1. 単に外唾液痩作製のみを行なった場合, 唾液分泌機能は, 5日目ではまだ著 しい阻害を示
 していたが・ 7礒目にはわずかながら回復する傾陶が認められた。 2!藏目ではピロカルピンによ
 る Ta鹿y典yi撚is 現象は非結紮群と同様に認め られたが, 分泌の絶対量は, 罪結紮群の約60 %
 にとどま って いた。
 Z 外唾液痩作製と同時にピロカルピンを連続投与した場合, 5罎屈および7臼目では単に外
 唾液繧作製のみの場合より, 顕著に唾液分泌能の改善がみられたが, M, 21日目では逆に分泌能
 の低下がみられた。 このことは, ピロカルピンの頻回投与による, 腺細胞の 磁器cari登ic recep-
 or の感受性低下が, 一因となることが示唆された。
 3. 外唾液嬢作製と同時にアトロピンを連続投与した場合, 5, 7, 14日目では分泌能の亢進
 が, 2!騒目では逆に抑制がみられた。 アト皿ピンの短期間連続投与によるピロカルピン刺激唾液
 分泌量の亢進は, a畿e簸緩gic £三ber の シナプス前膜における, 狙総 c&rinicおよび Hic就i具ic rece
 ptor の 葺or磁re鍛至in の re主ease に対する効果が, 一役演じていることが示唆さ れた。
 また, この促進効果に対 して, β遮噺薬であるプロ プラノロールが抑欄的に作用 したことか ら,
 シナプス 前膜における α一rece姉or の関与が、 また2蝦 群の柳綱効果には, 前膜の 無icot極。 でe.




 唾液腺主導管が唾石, 炎症, 腫瘍, 外傷後の搬痕などにより閉塞されると, 腺組織は変性して
 唾液分泌は減少ないし停止する。 また, 約2週内に閉塞が解除されれば, 腺組織は可逆的に回復
 するが, 岡持にピロカルピンあるいはアトロピンを連続投与すると, 回復期間が短縮する のみな
 らず, 3週後の閉塞解除でも回復すると報告されている。 しかし, これらの報告はいずれも病理
 維織学的研究であり, 唾液分泌機能に関する報告はみられない。
 本論文はウサギ翼下腺主導管の結紮閉塞を2週後に解除 して, ピロカルピン試験を指標と して
 分泌能の回復過程を検索するとと もに, ピロカルピン及びア トロピンの連続投与による回復促進
 効果 を解明することを目的と する ものであ る。
 著者の得た実験結果と考察は次の如く であ る。
 i. 閉塞解除1週後頃より僅かながら回復傾向を示 し始め, 3週後には正常群同様のピロカル
 ピン試験による Ta磁y油yiax三s 現象を認め る。 しか し, 分泌唾液の絶対量は五常 の60%に止ま
 っており, 形態学的回復の報告より明らかに遅延している。
 2. 閉塞解除と同時にピロカルピンを連続投与すると, 三選前後まで顕著な分泌能の回復をみ
 るが, 2週以後では逆に低下する。 これは連続投与による反復刺激が, 腺細胞の muscarinic
 receptor の感受性を低下せしめたためであろう と, 著者は述べている。
 3. 閉塞解除と同時にア トロピンを連続投与すると, 2週前後までは分泌能は亢進するが, 3
 週では逆に抑制 が認め られる。 この場合の亢進 については, 著者は, 連続投与により 曲oiinerg-
 ic fiber のmusc段ri飛ic receptorの遮噺のみならず, adrenergic £iber のシナプス前膜の 磁sca-
 rinic rec脚tor も遮断され, 岡部の nicotiaic rec鱒tor がピロカルピン試験により刺激されてnor・
 adrenai並 release を促進 し, adrenergiC 唾液の分泌を亢進 させるものと述べている。また、 この分泌
 亢進がβ遮噺剤の前投与により抑舗されることも, それを裏付けている。 3週後の分泌抑制に
 ついては, 長期投与がn重coもin圭。 recep七〇rも障害 して noradreRalin reiease が抑制されるからであ
 ろうと述べてい る。
 以上, 本論文は, 唾液腺主導管閉塞が解除されて腺絹織が回復する過程を唾液分泌機能の面よ
 り検索しており, さ らに回復促進を目的とするピロカルピンあるいはアトロピンの投与期間に限
 界のあるところを明確に している。 これらは, 従来の形態学的研究では解明されえなかったとこ
 ろであり, 臨床に寄与するところ大なるものがある。 よって, 十分学位授与に価するものと認め
 る。
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